
■
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
地
球
環
境

　
日
本
は
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
の
京
都
議
定

書
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

の
達
成
に
努
め
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省
が
制
度

管
理
者
と
な
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
国
内
の
排
出
量

取
引
制
度
を
統
合
し
た
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
環
境
省
と
経
産
省
は
産
業
部
門
に
対

し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
の
指
針

を
ま
と
め
る
。
産
業
団
体
や
民
間
企
業
も
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
を
推
進
し
て
い
る
。

対象者の範囲、制限設けず

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
統
合

エ
コ
パ
ー
ツ

新
品
部
品
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減

４月、新制度スタート多様な主体の参加目指す
エコパーツ活用推進チラシ
（日本興亜損害保険提供）

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
民
間
企
業
も
さ
ま
ざ
ま
な

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
日
本
興
亜
損
害
保
険
は
保

険
事
故
対
応
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ

２

削
減
の
取
り
組
み
と
し

て
、
事
故
修
理
時
の
樹
脂
バ

ン
パ
ー
補
修
や
リ
サ
イ
ク
ル

部
品

エ
コ
パ
ー
ツ

活
用

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
産
業

廃
棄
物
が
削
減
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
新
品
部
品
を
使
う

場
合
と
比
較
し
て
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
エ
コ
パ
ー
ツ
は
使
用
済
み

自
動
車
か
ら
再
利
用
可
能
な

部
品
を
取
り
出
し
、
洗
浄
・

品
質
チ
ェ
ッ
ク
が
施
さ
れ
た

「
リ
ユ
ー
ス
部
品
」
と
、
使

用
済
み
部
品
を
分
解
し
、
摩

耗
や
劣
化
し
た
部
品
を
交
換

し
、
再
度
組
み
立
て
て
品
質

チ
ェ
ッ
ク
が
施
さ
れ
た
「
リ

ビ
ル
ト
部
品
」
が
あ
る
。
バ

ン
パ
ー
交
換
に
エ
コ
パ
ー
ツ

を
使
用
す
る
と
、
杉
の
木
を

１
・
７
本
相
当
植
え
る
の
と

同
じ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ

る
と
い
う
。

　
同
社
は

年
度
か
ら
樹
脂

バ
ン
パ
ー
補
修
や
エ
コ
パ
ー

ツ
活
用
を
促
進
す
る
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
保
険
契
約
者
や

代
理
店
、修
理
工
場
に
Ｐ
Ｒ
。

同
時
に
社
内
で
は
、
各
事
故

対
応
拠
点
で
実
施
し
て
い
る

優
れ
た
取
り
組
み
を
全
国
の

事
故
対
応
拠
点
に
紹
介
し
、

情
報
の
共
有
化
も
図
っ
て
い

る
。

　
樹
脂
バ
ン
パ
ー
補
修
や
リ

サ
イ
ク
ル
部
品
活
用
の
取
り

組
み
は

年
４
月
に
同
社
が

日
本
火
災
海
上
保
険
と
興
亜

火
災
海
上
保
険
の
２
社
合
併

で
誕
生
す
る
以
前
か
ら
継
続

し
て
お
り
、
そ
の
実
績
は
増

え
て
い
る
。

　
樹
脂
バ
ン
パ
ー
補
修
本
数

と
エ
コ
パ
ー
ツ
活
用
件
数
の

合
計
数
本
・
件
は
、

年

度
が
前
年
比
１
・
４
％
増
の

万
４
４
０
５
本
・
件
で
、

２
年
連
続
で

万
本
・
件
を

上
回
っ
た
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
の
利
用
率
を
高
め
る
た
め

に
、

年
９
月
か
ら
車
両
保

険
事
故
で
樹
脂
バ
ン
パ
ー
補

修
や
エ
コ
パ
ー
ツ
が
使
用
さ

れ
た
場
合
、
日
本
興
亜
損
害

保
険
が
１
件
当
た
り
一
定
額

を
負
担
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
一
部
を
埋
め
合
わ

せ
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

▲
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

カ
ー
ボ
ン

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
　

２
０
１
３

▲
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
普
及
・
促
進
の
一
環
で
行
わ
れ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ベ
ッ
キ
ー

」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

カ

ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
２
０
１
３

　
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
温

室
効
果
ガ
ス
の
国
内
の
排
出

量
取
引
制
度
で
あ
る
「
国
内

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
と
「
オ

フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
Ｊ

―
Ｖ
Ｅ
Ｒ

制
度
」
が
統
合

し
、
新
た
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

両
制
度
の
優
れ
て
い
る
点
を

取
り
入
れ
、
相
互
補
完
し
、

多
様
な
主
体
が
参
加
で
き
る

制
度
を
目
指
し
て
い
る
。

　
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は

中
小
企
業
の
排
出
削
減
対
策

の
推
進
、
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度

は
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の
相
殺

の
取
り
組

み
推
進
を
目
的
に

年
に
運

用
を
開
始
。
両
制
度
と
も
順

調
に
拡
大
し
た
が
、
二
つ
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る
制

度
が
併
存
す
る
と
い
う
分
か

り
に
く
い
状
況
を
解
消
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
図
る
た
め
、
一

本
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
主
な

変
更
点
は
制
度
の
対
象
者
の

範
囲
に
つ
い
て
制
限
を
設
け

な
い
こ
と
だ
。

　
環
境
省
と
カ
ー
ボ
ン
・
オ

フ
セ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｊ

―
Ｃ
Ｏ
Ｆ

は
、
２
月
６
日

に
東
京
都
内
で
、
市
場
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
最
新
の

情
報
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
　
２
０
１
３
」
を

開
催
。

社
・
団
体
が
出
展

し
た
。
当
日
は
メ
ー
ン
ス
テ

ー
ジ
で
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
新
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度

仮
称

誕
生

広
が

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
活
用
と
グ
リ

ー
ン
成
長
に
向
け
て
」
な
ど

の
関
連
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
環
境
省
は
２
月
５

日
に
東
京
都
内
で
一
般
の
人

へ
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
の
普
及
・
促
進
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ー
ボ
ン

・
オ
フ
セ
ッ
ト
　
メ
ッ
セ
ー

ジ
ラ
イ
ブ
２
０
１
３
」
を
実

施
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
ベ
ッ

キ
ー

＃
」
さ
ん
が
、
「
カ

ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
通

し
て
で
き
る
被
災
地
支
援
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
ラ

イ
ブ
を
行
っ
た
。

　
環
境
省
と
経
産
省
は
製
造

事
業
者
な
ど
の
産
業
部
門
向

け
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
の
指
針
を

年
春
を

め
ど
に
公
表
す
る
。
業
種
を

特
化
せ
ず
、
高
効
率
設
備
へ

の
更
新
、
プ
ロ
セ
ス
改
善
に

よ
る
合
理
化
、
温
暖
化
係
数

の
小
さ
い
冷
媒
・
断
熱
材
な

ど
を
提
示
す
る
。
中
小
企
業

に
対
し
、
低
コ
ス
ト
で
導
入

で
き
る
対
策
も
紹
介
す
る
。

　

年
６
月
に
改
正
さ
れ
た

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
温
対
法

で
、
事
業
者
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
に
つ
な
が
る

設
備
の
選
択
使
用
な
ど
の
努

力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
主
務
大
臣
が
必
要
な

排
出
抑
制
指
針
を
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
策
定
済
み
の
業
務
部
門
と

廃
棄
物
部
門
の
指
針
も
参
考

に
し
て
検
討
さ
れ
た
。

　
経
団
連
は

年
１
月

日

に
、
新
た
な
自
主
行
動
計
画

と
し
て
「
経
団
連
低
炭
素
社

会
実
行
計
画
を
策
定
し
た
。

京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ
た

第
一
約
束
期
間
が

年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
を
受

け
た
取
り
組
み
。
各
業
種
ご

と
で
、
国
内
の
企
業
活
動
に

お
け
る

年
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
や
、
中
長
期
の

取
り
組
み
で
あ
る
「
革
新
的

技
術
の
開
発
」
な
ど
を
明
確

化
し
た
。
策
定
状
況
は
鉄
鋼

や
化
学
、
自
動
車
な
ど

業

種
が
低
炭
素
社
会
実
行
計
画

を
策
定
済
み
で
、
そ
の
他
の

業
種
が
参
加
意
思
表
明
を

行
っ
て
い
る
。
経
団
連
は
４

月
か
ら
の
産
業
界
の
自
主
的

取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
で
は

年

に
５
０
０
万

の
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
目
標

に
定
め
た
。
革
新
的
技
術
の

開
発
と
し
て
、
水
素
に
よ
る

鉄
鉱
石
の
還
元
と
高
炉
ガ
ス

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
に

よ
っ
て
、
生
産
工
程
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す

る
た
め
、
環
境
調
和
型
革
新

的
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発

な
ど
に
取
り
組
む
。

　
日
本
化
学
工
業
協
会
は

年
に
１
５
０
万

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
目
標
。
革
新
的
ナ
フ

サ
分
解
プ
ロ
セ
ス
、
精
密
分

離
膜
に
よ
る
蒸
留
分
離
技
術

な
ど
の
開
発
に
取
り
組
む
。

　
日
本
自
動
車
工
業
会
と
日

本
自
動
車
車
体
工
業
会
は
、

年
に
７
０
９
万

の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
が
目
標
。
革
新
的
技

術
に
つ
い
て
は
車
両
の
燃
費

改
善
と
と
も
に
、
次
世
代
自

動
車
の
開
発
・
実
用
化
に
最

大
限
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。

　
経
団
連
で
は
京
都
議
定
書

の
採
択
に
先
立
つ
１
９
９
７

年
６
月
に
環
境
自
主
行
動
計

画
を
策
定
し
て
以
来
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。


